
２
月
26
日
夜
、
区
民
要
求
実
現

江
東
大
運
動
実
行
委
員
会
は
猿
江

公
園
で
「
江
東
区
民
集
会
」
を
開

催
し
、
民
商
、
東
京
土
建
、
婦
人

団
体
、
労
組
な
ど
の
代
表
が
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
経
済
と
景
気
の
好

循
環
で
は
な
い
」
「
消
費
税
増
税

は
中
止
に
」
「
働
く
者
の
生
活
破

壊
は
許
さ
な
い
」
「
内
部
留
保
で

大
幅
賃
上
げ
、
景
気
回
復
を
」

「
参
院
選
で
安
倍
自
公
政
権
を
退

陣
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

戦

争

法

ぶ

っ

潰

せ

実

行

委

員

会

の

杉

浦

氏

は

「

戦

争

法

廃

止

に

向

け

て

平

和

の

発

信

地

江

東

か

ら

が

ん

ば

ろ

う

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

集

会

後

、

東
陽
町
ま
で
提
灯
や

横
断
幕
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

き
た
が
わ
て
つ
さ
ん
の
歌
声
で

幕
を
あ
け
た
「
つ
ど
い
」
。

６
歳
の
誕
生
日
に
空
襲
を
体
験

し
た
西
尾
静
子
さ
ん
は
、
小
名
木

川
の
墨
田
工
業
学
校
の
地
下
室
に

避
難
。
翌
日
出
よ
う
と
す
る
と
入

口
は
焼
死
体
の
黒
山
。
若
い
女
性

の
お
腹
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
胎

児
、
隅
田
川
の
水
面
が
飛
び
込
ん

だ
人
た
ち
の
死
体
で
覆
わ
れ
て
い

た
光
景
な
ど
こ
の
時
の
ト
ラ
ウ
マ

か
ら
抜
け
出
す
に
は
50
年
の
歳
月

が
必
要
だ
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。

大
島
南
央
小
学
校
の
児
童
３
人

が
「
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
」
を
訪

れ
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
び
「
戦
争

を
無
く
す
た
め
に
、
よ
く
聞
き
理

解
し
合
う
事
が
必
要
だ
」
と
感
想

を
発
表
。

証
言
映
像
で
大
島
で
被
災
さ
れ

た
舩
渡
和
代
さ
ん
が
、
当
時
と
今

の
大
島
の
変
貌
を
紹
介
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
の
女
性
史
研
究
家
・

米
田
佐
代
子
さ
ん
は
、
空
襲
か
ら

70
年
を
過
ぎ
、
体
験
を
話
せ
る
人

が
少
な
く
な
っ
た
。
世
界
で
は
未

だ
に
戦
争
が
続
き
「
戦
争
」
の
現

実
を
「
想
像
」
す
る
事
が
で
き
る
。

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
声
を
聴
き
、

伝
え
よ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
目
の
春
、
季
節
は
ず

れ
の
冬
日
の
後
、
一
気

に
気
温
が
上
昇
。
月
末

に
は
桜
の
花
が
咲
き
誇

る
で
し
ょ
う
▼
国
会
で
は
「
保
育

園
落
ち
た
日
本
死
ね
！
」
と
の
女

性
の
匿
名
ブ
ロ
グ
に
つ
い
て
の
野

党
議
員
の
質
問
に
対
し
て
「
一
億

総
活
躍
」
を
呼
号
し
、
待
機
児
ゼ

ロ
を
口
に
す
る
首
相
の
不
誠
実
な

答
弁
が
大
き
な
波
紋
を
呼
び
ま
し

た
▼
４
日
夜
、
江
東
革
新
懇
の
学

習
会
で
池
田
香
代
子
さ
ん
が
ブ
ロ

グ
の
全
文
を
読
み
あ
げ
て
い
た
。

ま
さ
に
そ
の
時
に
、
国
会
正
門
前

で
は
数
十
人
が
「
保
育
園
に
落
ち

た
の
は
私
だ
」
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
も
、

学
童
保
育
、
奨
学
金
、
特
養
ホ
ー

ム
、
就
職
な
ど
「
落
ち
た
の
は
私

だ
」
と
多
く
の
人
が
名
乗
り
出
た

の
で
す
▼
選
挙
を
意
識
し
、
低
所

得
者
へ
の
３
万
円
給
付
な
ど
経
済

政
策
優
先
を
唱
え
「
40
万
円
の
夫

の
給
料
に
妻
が
働
い
て
25
万
円
の

収
入
を
加
え
…
」
と
か
、
保
育
所

を
「
保
健
所
」
と
読
み
違
え
る
よ

う
な
、
暮
ら
し
の
実
態
に
疎
い
首

相
に
は
、
一
日
も
早
く
退
場
し
て

も
ら
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
▼

参
院
選
で
の
野
党
統
一
候
補
が
７

選
挙
区
で
決
定
は
朗
報
。
宮
城
の

共
産
・
民
主
（
当
時
）
の
政
策
協

定
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
格
差

是
正
・
脱
原
発
、
不
公
平
是
正
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
項
目

が
加
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
衆
院
小

選
挙
区
で
の
野
党
協
議
も
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。
待
望
の
国
民
連

合
政
府
を
志
向
す
る
胎
動
を
感
じ

る
歴
史
的
段
階
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。

江
東
区
議
会
第
一
回
定
例
会
が

３
月
に
行
わ
れ
、
来
年
度
の
予
算

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

区
の
提
案
で
は
、
こ
れ
ま
で
共

産
党
区
議
団
が
求
め
て
き
た
障
害

者
支
援
事
業
の
拡
充
や
保
育
士
確

保
策
、
保
育
園
増
設
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
も
の
の
、
「
敬
老
祝
い

金
」
の
減
額
や
交
通
相
談
事
業
の

打
ち
切
り
・
国
保
料
値
上
げ
・
保

育
料
値
上
げ
な
ど
、
区
民
福
祉
の

後
退
・
負
担
増
が
打
ち
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
保
育
予
算
の
削
減
に
よ

り
保
育
施
設
の
休
園
・
廃
園
な
ど

深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
よ
そ
に
、
経
費
節
減
の
民
間
委

託
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
区
の
財
政
は
相
変
わ
ら

ず
潤
沢
で
、
本
年
度
の
最
終
補
正

予
算
で
は
予
算
を
使
い
残
し
て
１

７
７
億
円
も
新
た
に
基
金
に
積
み

立
て
、
基
金
総
額
は
、
区
政
史
上

最
高
の
１
０
１
３
億
円
に
な
り
ま

し
た
。

区
議
団
は
、
「
暮
ら
し
て
い
く

の
が
大
変
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
る
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
、
自

営
業
者
の
営
業
不
安
、
介
護
事
業

者
の
実
態
な
ど
を
示
し
、
保
育
料

や
保
険
料
は
む
し
ろ
引
き
下
げ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
特
養

ホ
ー
ム
や
保
育
園
、
障
害
者
施
設

の
増
設
、
水
害
・
地
震
対
策
の
強

化
、
「
子
ど
も
の
貧
困
」
、
青
年

対
策
の
充
実
な
ど
を
求
め
、
区
長

提
案
の
予
算
に
対
す
る
修
正
案
を

提
案
す
る
な
ど
「
区
民
生
活
を
守

る
自
治
体
の
役
割
を
果
た
せ
」
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

国
保
料
値
上
げ
と

福
祉
の
後
退
と
負
担
増

《
第
一
回
定
例
会
》

区
民
生
活
守
る
予
算
に

区
民
生
活
を
守
る

役
割
果
た
せ
と
要
求

四
ツ

目
通

り
を

行

進
す

る
集

会
参

加

者
（

江
東
区

役
所
前

で
）

３
・
13
重
税
反
対
江
東
区
民
集

会
に
２
１
６
人
の
土
建
業
者
、
中

小
業
者
、
江
東
区
労
連
傘
下
の
代

表
ら
が
参
加
。

集
会
で
は
、
主
催
者
の
挨
拶
の

後
に
、
日
本
共
産
党
の
正
保
み
き

お
区
議
会
議
員
が
「
江
東
区
の
28

年
度
予
算
案
の
特
徴
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
予
算
」
と
区

民
の
立
場
の
予
算
で
な
く
、
溜
め

込
み
が
中
心
と
批
判
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
「
集
会
決
議
」
で

は
、
国
民
の
暮
ら
し
と
い
の
ち
を

危
険
に
さ
ら
す
安
保
法
制
（
戦
争

法
）
を
強
行
し
、
大
型
公
共
事
業

や
５
兆
円
を
超
え
る
軍
事
費
を
削

減
し
、
内
部
留
保
３
０
０
兆
円
を

超
え
る
大
企
業
へ
の
法
人
減
税
を

や
め
る
な
ど
、
応
能
負
担
に
基
づ

く
税
制
改
革
を
行
え
ば
、
消
費
税

に
頼
ら
な
く
て
も
、
社
会
保
障
の

財
源
を
生
み
出
す
こ
と
が
十
分
可

能
と
主
張
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
江
東
東
・
西
税
務
署

に
向
け
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

戦争体験を語る西尾静子さん

〜
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
─
開
館
14
周
年
〜

東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い
開
催

東
京

大
空
襲

か
ら

71
年
。

３
月

16
日

テ
ィ

ア
ラ

こ
う

と
う

で

「
語

り
継

ぐ
つ

ど
い
」

が
３
４

１
人

の
参
加

で
開
か

れ
ま
し

た
。◆４月１４日（木）１８時半から

◆江東区文化センターホール
【弁士】
・市田忠義 党副委員長
・山添 拓 参院東京選挙区予定候補
・田村智子 参院議員

怒りの
区民集会

日本共産党演説会



討
論
で
は
、
大
日
本
帝
国

憲
法
や
侵
略
戦
争
を
美
化
す

る
育
鵬
社
と
自
由
社
の
教
科

書
を
不
採
択
さ
せ
た
運
動
の

盛
り
上
が
り
が
紹
介
さ
れ
る

と
共
に
、
共
同
の
輪
を
広
げ

て
い
く
た
め
に
も
、
個
人
会

員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、「
世
界
が
も
し
１

０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
の

池
田
香
代
子
さ
ん
が
、
「
ど
う

な
る
？

野
党
共
闘
、
ど
う

す
る
？

私
た
ち
」

と
題
し
て
率
直
で

わ
か

り
や
す

く
、

会
場
を
笑
わ
せ
な

が
ら
講
演
し
ま
し

た
。池

田
さ
ん
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対

し
て
、
国
民
の
意

識
の
「
潮
目
が
変

わ
っ
た
」
と
声
を

大
に
し
て
指
摘
し
、

大
反
響
の
匿
名
ブ

ロ
グ
「
保
育
園
落
ち
た
日
本

死
ね
！
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
近
の
講
演
活
動

の
体
験
か
ら
「
旧
来
の
保
守

層
の
間
に
安
倍
政
権
へ
の
危

機
感
が
広
が
っ
て
い
る
の
で

は
」
と
も
語
り
、
生
活
の
厳

し
さ
に
抑
え
き
れ
な
く
な
っ

て
い
る
国
民
の
怒
り
を
形
に

し
て
い
く
こ
と
、
参
院
選
挙

で
野
党
共
闘
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

江
東
区
内
は
も
と
よ
り
、

既
に
着
陸
機
の
騒
音
で
苦
し

ん
で
い
る
隣
の
江
戸
川
区
、

空
港
の
沖
合
移
転
な
ど
で
運

動
の
歴
史
が
長
い
大
田
区
、

そ
し
て
品
川
区
、
文
京
区
の

住
民
が
一
堂
に
参
加
し
て
交

流
す
る
初
の
「
学
習
会
」
と

な
り
ま
し
た
。

白
石
都
議
は
、
①
騒
音
問

題
、
②
落
下
物
や
墜
落
事
故

な
ど
安
全
性
の
問
題
、
③
PM

２
・
５
よ
り
細

か
い
ナ
ノ
粒
子

な
ど
有
害
排
気

の
大
気
汚
染
問

題
の
３
つ
の
観

点
か
ら
影
響
を

解
析
し
ま
し
た
。

そ
し
て
都
心
上

空
を
低
空
で
飛

ぶ
計
画
の
無
謀

さ
と
被
害
が
国

交
省
の
説
明
よ

り
も
広
い
範
囲

に
な
る
こ
と
も
強
調
し
ま
し

た
。各

区
の
運
動
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。「
影
響
を
受
け
る

範
囲
は
説
明
よ
り
ず
っ
と
広

い
。
国
交
省
は
ウ
ソ
を
つ
く
」

（
文
京
区
）
、
「

江
戸
川
で
は

43
年
前
に
区
長
が
訴
訟
し
た
。

国
は
約
束
を
守
ら
な
い
」（
江

戸
川
区
）
、
「
空
港
近
く
の
騒

音
は
ひ
ど
い
。
予
定
航
路
外

の
飛
行
も
あ
る
」（
大
田
区
）
、

「
住
宅
密
集
地
の
上
を
飛
ぶ
こ

と
を
区
民
の
多
く
が
ま
だ
知

ら
な
い
の
で
百
人
以
上
で
パ

レ
ー
ド
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放

映
さ
れ
た
」
。

「
飛
行
計
画
撤
回
を
求
め
る

会
」
の
藤
原
博
事
務
局
長
は
、

「
昨
年
８
月
の
国
交
省
の
１
回

目
の
説
明
会
後
に
有
志
で
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。『
国
際

競
争
力
強
化
』
を
口
実
に
住

民
へ
の
悪
影
響
を
考
慮
し
な

い
計
画
は
許
せ
な
い
。
各
区

の
運
動
と
横
の
連
絡
も
と
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

「石狩川」の作者として知られる本庄陸

(むつ)男は、明治小の教師でした。
1905年、日露戦争のさなかに、彼は北海
道石狩郡当別の開拓農民の子に生まれまし

た。代用教員や樺太の王子製紙の職工で働

いた資金をもって上京、青山師範に入学、

卒業後、文京区の誠之小学校の教員となり

ました。

しかし、陸男はこの富裕層の子弟が多い

学校に満足せず、1929(昭和４)年、深川区
明治小の特殊学級の担任に赴任します。こ

の学級には、日雇労働者や水上生活者など

貧しい家庭の子ばかりが集まっていました。

陸男が明治小の体験をもとに書いた小説

「白い壁」は、結核で寝込んでいる父親を

もつ冨次の母親が、雨の日に学校を休ませ

て内職を手伝わせようと、怒鳴っている場

面から始まります。冨次は、母親が震災で

びっくりした拍子に生まれた発育不全の子

でした。

喘息病みの父と２人の妹が母親の行商で

くらす家で育った教師の杉本（陸男）は、

冨次を自分の体の一部のようにいとおしく

「何とか人並みにしたい」と奮闘します。

他方では、「せめて最高俸二百四十円也

に辿りつきたい―」とだけを願う校長も登

場します。

小説「女の子男の子」には、無賃乗車や

万引、性に敏感な不良少女、少年が登場し

ます。

陸男は、教室の中だけではこのような子

どもたちを救えない、仲間とともに社会を

変革する必要があると考え、日本教育労働

者組合（教労）の前身、小学校教員連盟を

結成します。しかし、その翌1930年には、
組合結成を理由に教壇から追われてしまい

ました。

その後、教労と新興教育研究所に入った

陸男は、新教の常任やプロレタリア作家同

盟の書記となり、創作に専念しました。彼

の教育評論「資本主義下の小学校」は、現

実をリアルにとらえさせる教育を強調して

います。陸男は「石狩川」刊行の２ヶ月後、

1939(昭和14)年、34歳で亡くなりました。
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概説

（54）

羽
田

空

港

の
国

際

線
増

便

計

画
で

騒

音

な
ど

大

き
な

影

響
が

予

想

さ
れ

る

都
内

各

地

域
の

代

表

も
招

い

て
２

月

27
日

、

「

江
東

区

上
空

の

飛

行
計

画

撤

回
を

求

め
る

会

」
が

学

習
会

を

開

催
。

70
人

以
上

の

参

加
者

が

白
石

た

み
お

都

議

（
都

市

整
備

委

員

）
か

ら

羽

田
空

港

拡
張

の

歴
史

や

増
便

計
画

の

問
題

点

を
聞

き

ま
し

た
。

小

説

「
石

狩

川

」

江東の貧民街での教育実践

江

東

革
新

懇

は

３
月

４

日

、

年
次

総

会

を

開
い

て1

年

間

の

活

動

を

総

括

し

、

活

動

方

針

と

予

算

、

役

員

体

制

を

決

定
し

ま
し

た

。
参

加

は

12
団

体

40
人
で

し

た
。

白石 たみお 都議の話を聞 く参加者

江東革新懇
年 次 総 会

講演する池田香代子さん

影
響
深
刻
な
５
区
の
住
民
が
経
験
交
流

国
会
前
集
会

や
２
０
０
０
万

署
名
の
運
動
な

ど
で
日
頃
か
ら

活
発
な
活
動
を
展
開
す
る

「
大
島
の
会
」
が
３
月
８

日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

で
「
座
談
会
」
を
開
催
。

33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
ま
取
り
組
ん
で
い
る

署
名
活
動
や
戦
争
法
廃
止

と
と
も
に
原
発
、
く
ら
し

に
直
結
し
た
問
題
で
対
話

す
る
な
ど
数
々
の
経
験
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
画

期
的
な
５
野
党
合
意
が
実

現
し
、
参
院
選
勝
利
へ
の

期
待
感
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
創
意
工
夫
を
し

た
署
名
・
宣
伝
を
は
じ
め

各
種
取
り
組
み
を
す
す
め

よ
う
と
決
意
を
固
め
合
い

ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○

４
月

２
日（

木

）

◆

高

岡
岑

郷

さ

ん
を

偲

ぶ
会

（

13
時
〜

カ
メ
リ
ア
第
一
・
二
研
修
室

）

○

４
月

８
日（

金

）

◆

映

画

「
望

郷

の
鐘
」
上

映

会

（

14
時
〜

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル
）

○

４
月

10
日（

日

）

◆

東

京
土

建

江

東
支

部

定

期

大
会

○

４
月

19
日（

日

）

◆

「
サ
ム
・
ト
ゥ
ッ
・ソ
リ
」
江

東

公

演

（

18
時

30
分
開
演

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

）

安
保
法
制
廃
止
・
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い

４
・
６
市
民
大
集
会
in
江
東

４
月
６
日(

水
）
18
時
30
分
〜
21
時

●
講
師

小
林

節
（
慶
大
名
誉
教
授
・
弁
護
士
）

●
挨
拶

柿
沢
未
途
・
福
島
み
ず
ほ
・
吉
良
よ
し
子
・

大
河
原
ま
さ
こ

●
応
援
ス
ピ
ー
チ

市
民
連
合

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ

●
主
催
者
挨
拶

宇
都
宮
健
児(

元

日

弁

連

会

長

）

江東区文化センター 参加費 500円

韓
国
の
民
衆
の

心

を
伝
え

る
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